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１．研究の背景と目的 

LRT は人と環境にやさしいまちづくりを行うための都市の装

置として期待されている。欧米では導入が盛んに行われている

ものの、日本ではなかなか普及が進まない現状にある。そこで

本研究では、近年最も導入が盛んなフランスの既存導入都市

を対象として、必要な都市要因を抽出し、これを日本で LRT の

導入を検討中の都市（以下「導入検討都市」）のLRT成立可能

性の検討を行う。こうした方法により、LRT 整備に不可欠な都

市要因を明らかにしようと考えた。 

２．フランスの LRT 導入都市の情報収集と導入に必要な都市

要因の抽出 

まずフランスにおいて LRT が導入されている全 17 都市につ

いて、都市要因の候補となる情報を収集した。その一部を表１

に示す。 

表１ フランスの LRT 導入都市の都市要因の候補 

 
これらの分析から、LRT 導入に必要な都市要因として、①事

業補助金の存在、②路線における最低４車線を確保できる道

路幅員、③都市規模、④啓蒙や運営サポートを行う市民団体

の存在、が抽出できた。以下、これらの都市要因について、日

本国内の導入検討都市の状況を３．～６．において分析する。 

３．導入検討都市の都市規模に関する分析 

これには人口を指標として用いた。また検討の基準として、

人口を基準に各都市を超大型、大型、中型、小型にカテゴリ

ー分けを行った。これらのうち最も導入可能性が高いのは 30

～50 万の人口を持つ中型都市と 100 万～200 万人の人口を

持つ大型都市であると考えられる。表２は人口規模別に並べ

た都市リストの一部である。 

表２ 導入検討都市の都市規模 

 
 

４．導入検討都市の市民団体の存在に関する分析 

各導入検討都市の市民団体の存在について調査を行っ

た。表３にその一部を示す。堺市では、他の要因はすべて満

足していたが、市民合意が進まなかったことが計画断念の主

要因となった。このことからも、市民の「サポート部隊」の存在は

不可欠であると考えられる。 

表３ 導入検討都市の市民団体 

 

５．導入検討都市の現有車線の利用可能性に関する分析 

ここでは想定ルートに線路敷を敷設できる空間的余裕があ

るかを調査した。いくつかの都市については表４にその一部を

示すように、すでに路面電車が運行しており、これを活用する

ことが可能である。 

表４ 導入検討都市の路面電車運行状況 

 
 

６．導入検討都市の資金サポートの可能性に関する分析 

導入検討都市に資金サポートを担保できる行政の動きや

計画が存在するかを調査した。表５にその一部を示す。 

表５ 導入検討都市の資金サポートの可能性 

 
 

７．導入検討都市の LRT 成立可能性に関する総合評価 

これまでの分析結果を総合する形で LRT の成立可能性の

評価を試みる。具体的には、これまでにあげた都市要因につ

いて、満足する場合は○（1 点）、満足しない場合は×（0 点）、

検討中の都市は△（0.5 点）と点数化した。点数の高い順に並

べたのが表６である。 

表６ 導入検討都市の成立可能性の総合評価 

 
 

８．おわりに 
本研究では、フランスの導入事例をもとに４つの都市要因を

ＬＲＴ導入に不可欠な要因として抽出し、これを日本の都市に

あてはめ、点数化を行うことで総合化して、各都市の成立可

能性を検討した。社会状況を定量化することには困難を伴っ

たが、より精緻化を図ることで有用な情報を導くことができると

考えている。 
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